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研究成果の概要（和文）：日本による植民地統治下の台湾において、圧倒的なマイノリティであ
った台湾先住民に関する統治政策の特徴を、「五箇年事業理蕃事業」、台湾先住民の「内地」観
光、霧社事件の影響といった具体的な事項の分析を通じて通史的に考察し、その結果、台湾先
住民に対する統治政策と人種主義思想との関連性、および植民地支配への学知の関与のあり方
とその変化について明らかにした。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The feature of the government policy about the Taiwan Aborigines 
in colonial Taiwan was considered through analysis of concrete matters. As a result, it 
clarified about the relevance of the government policy and racism thought to the 
Taiwan Aborigines and about the way that should be and change of participation of the 
discourse to colonial rule. 
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２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

２００９年度 600,000 180,000 780,000 

２０１０年度 600,000 180,000 780,000 

２０１１年度 700,000 210,000 910,000 

２０１２年度 600,000 180,000 780,000 

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本近代史の分野で、「帝国」とし

ての日本という観点から「植民地研究」は活
発化している。日本帝国初の本格的植民地で
あった台湾についても、その例外ではなく、
台湾における植民地支配の問題を、台湾とい
う「場」のみに限定することなく、「帝国」
日本の広がりの中で考察していこうとする
研究が展開されてきた。そのような研究関心

は、政治史、経済史的な研究成果を重要な基
盤としながらも、思想史・文化史的な関心に
も広がっている。特に、最近では「植民地近
代」をめぐる問題として、日本－台湾の研究
者の意見交換が活発に行われ、大きな成果を
あげてきたというのが、最近の研究状況だと
いえよう。 
本研究も、このような研究潮流の上に立つ

ものであるが、しかし先行研究では、優れた
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例外はあるものの、その多くが、被植民者と
しては 漢民族系住民を対象として研究が
展開されてきた。しかし本研究は、植民地台
湾において、人口数的にも社会的にも圧倒的
なマイノリティであった台湾先住民に焦点
をあてて、上述のような考察を行っていく。
このことによって、植民地主義の暴力性・矛
盾が先鋭的にあらわれた台湾先住民政策と
いう地点から、日本「帝国」の植民地政策の
性質を改めて問い直すことが可能になると
いう見通しをもっている。また、当該期の日
本「内地」の植民地認識とその鏡としての帝
国意識のあり方に、人口数的な割合からいえ
ば想定できないほど、強いインパクトを与え
たといわれる台湾先住民像の解明を通じて、
帝国意識研究の深化に寄与することができ
ると考える。 
また本研究に至るまでに、研究代表者松

田京子は、帝国意識という観点から日本「帝
国」の諸相を明らかにするという問題設定
のもと、具体的には 19 世紀から 20 世紀へ
の世紀転換期における帝国意識の形成過程
の解明という課題で研究を進め、2003 年に
著書『帝国の視線』を刊行した。その後、
考察対象時期を 1930 年代に移し、当該期
の日本「帝国」の膨張とそれに伴う植民地
支配様式の転換という問題が、日本「内地」
の帝国意識のあり方と、どのように影響し
合うのかを、植民地台湾、特に台湾先住民
をめぐる諸問題に焦点をあてて考察し、そ
の成果を、論文「「一九三〇年代の台湾原住
民をめぐる統治実践と表象戦略」（『日本史
研究』第 510 号）、「『風景地』の思想－帝
国の拡大と国立公園」（『日本文化の人類学
／異文化の民俗学』、法蔵館）などとしてま
とめるとともに、国際シンポジウム「殖民
時期現代化的真相」論壇や、社会思想史学
会・2005 年度大会、日本思想史学会・2006
年度大会などでの口頭発表を通じて公表し
てきた。これらの研究を通じて、植民地統
治実践と帝国意識の相互関連性、および統
治実践とそれが植民地社会に与えた影響に
ついては、日本「帝国」の形成期から崩壊
期までを見通した形で、時期ごとの変化と
いう側面に留意しながら通史的に考察する
ことの必要性を痛感した。その意味で、本
研究は、研究代表者のこれまでの研究をさ
らに発展させ、総括的にまとめる研究と位
置付けることができる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、植民地台湾、中でも植民地社会

において圧倒的なマイノリティであった台
湾先住民に焦点をあてて、近代日本の植民地
統治のあり方の推移と、それが植民地社会に
与えた影響、および日本「内地」の特に社会

意識のあり方に与えた影響を、日本「帝国」
の形成期から崩壊期（植民地の側からみれば
脱植民地期）まで、つまり 19 世紀末から 1950
年代というタイムスパンの中で、考察するこ
とを目的とするものである。 
 
 
３．研究の方法 
先に述べた研究目的を達成するため、台湾

先住民政策史研究の通説的な時期区分に従
い、それぞれの時期において具体的な課題を
設定し、関連する文献資料の調査・収集とそ
の分析を主な方法として考察をすすめた。具
体的な課題としたのは、次のとおりである。 
 
(1)植民地台湾での先住民政策史において、
第１期とされる 1895年から 1914年に焦点
をあて、当該期において、先住民社会に最
大の影響を与えた「五箇年計画理蕃事業」
についての考察を第１の課題とした。「五
箇年計画理蕃事業」とは、台湾先住民に、
植民地政府への絶対服従か「死」かの選択
を強いた、大規模な「討伐」・服従化政策
であった。ここで具体的な解明に目指した
のは、①このような政策立案の背景にある
植民地統治思想と、植民地官僚の台湾先住
民認識のあり方、②「五箇年計画理蕃事業」
の具体的な実践の様相、③この軍事行動に
動員された日本軍兵士を媒体として日本
「内地」に流布された台湾先住民像と帝国
意識の関連、④この政策が台湾先住民社会
に与えた影響、以上の四点である。 

 
(2)次に、台湾先住民政策史において、第２

期とされる 1915 年から 1930 年に焦点を
あて、「五箇年計画理蕃事業」のような大
規模な軍事力による服従化政策が一応、
終結した後に、本格的に実施されていく
ことになる台湾先住民有力者への懐柔・
教化政策、その中でも、教化政策の代表
的なものである「内地」観光政策につい
て考察することを課題とした。またそこ
から派生して 1930 年代における「内地」
観光政策の変容にも注目し、特に日本統
治下で「先覚者」と呼ばれた先住民知識
人層の動向にも焦点をあてた。 

 
(3)さらに 1930年に起こった霧社事件とその

影響について考察することを第３の課題
とした。霧社事件は、それまでの台湾先
住民統治のあり方について植民地政府へ
の転換をせまった事件として位置付けら
れており、台湾先住民政策史研究におい
ては、この事件以降 1937年までを第３期
としている。霧社事件については、優れ
た先行研究も多数存在するが、ここでは、
特に霧社事件の情報に接した他の台湾先

 



 

住民の行動から、台湾先住民社会にとっ
ての霧社事件の意味を解明することを具
体的な課題とした。 

 
 
４．研究成果 
(1)「五箇年計画理蕃事業」について、特に

人種主義思想との関連で考察した。その
結果、次の点を明らかにした。 

①台湾先住民に関する人類学的な観点から
の調査活動は、日本による台湾領有直後か
ら展開されていき、その結果として台湾先
住民内部に様々な分類線が引かれていっ
たこと。 

②また 1907 年から本格的に行われる「五箇
年計画理蕃事業」の実施と前後して、日本
人および漢民族系台湾住民を「蒙古人種」
とし、台湾先住民を「馬来人種」とする言
説が流布していくこととなるが、そのよう
な言説の背景には、支配者である日本人と
台湾先住民との差異の強調という側面と
ともに、被支配者内部の切断という政治的
な意図が込められていたこと。 

③植民地住民の国籍問題との関連で、台湾先
住民を法的人格としては認めないとする
言説が実行力を持っていく過程を分析し
た上で、警察と軍隊による徹底的な武力鎮
圧作戦である「五箇年計画理蕃事業」とは、
台湾先住民について、（生物学的な意味で
の）「ヒト」であることを否定するような
強烈な人種主義的思考に基づくものであ
ったこと。 

 
(2) 「五箇年計画理蕃事業」が台湾で実施さ
れていた時期に、日本「内地」で台湾先住
民がどのような形で表象され意味付けら
れていくのかを、特に拓殖博覧会（1912年
に東京で開催）に焦点をあてて考察し、一
面では台湾先住民を「脅威」として描きな
がらも、最終的には「文明」による「教化」
という文脈で把握しようとしたのが当該
期の台湾先住民表象の特徴であり、そのよ
うな表象行為に人類学的な知見が大きな
影響を与えたことを明らかにした。 

 
(3)「五箇年計画理蕃事業」による「討伐」
作戦が激しい戦闘を伴って展開されたタ
ロコ渓谷一帯に焦点をあてて、この場所の
「意味」と「記憶」が、植民地支配下の台
湾先住民政策との関連で、どのように変化
していくのかを考察し、植民地統治者の側
の「台湾先住民に対する討伐作戦の記念の
地」という意味づけと、先住民の側の「植
民地支配に対する抵抗の場」という「記憶」、
そして戦後の国民党政権による意味づけ
が、複雑に交錯していくことを明らかにし
た。 

 
(4) 台湾先住民に対する「内地」観光政策に
ついて、日本による台湾領有初期から 1930
年代さらに総力戦期にかけて、その性格が
どのように変化していくのかを考察し、次
の点を明らかにした。 

①1897年の第１回「内地」観光実施の段階か
ら、台湾先住民の知識欲、とりわけ農業に
関する関心は強いものであったが、「内地」
観光の内容は彼らの希望に沿うものでは
なく、教化政策として実施された「内地」
観光が、かえって植民地政府への不信感を
増幅させる結果となったこと。 

②その上で、1930年代以降の「内地」観光は、
農村視察が中心となることで、郷土の生活
改善のための知識を得ようとする台湾先
住民の期待にある程度応えるものになり、
「内地」の人々との実質的な交流が生じた
が、一方で、台湾先住民が自らの文化を否
定していく契機となり、それは「山地」の
「内地化」という当時の台湾先住民政策を
強力に支える経験でもあったこと。 

 
(5)1930 年の霧社事件とその影響の考察から、
霧社事件以降、植民地政府による台湾先住
民政策は、「生活改善」の名のもと、台湾
先住民の生活の細部まで規制しようとす
る「蕃地」の「内地化」政策が中心となっ
たことを明らかにし、さらにその政策の内
容は台湾先住民の規律・訓練化という側面
を多々含むものであり、その後の総力戦体
制下での台湾先住民の軍事動員の基盤と
もなった点を明らかにした。 

 
(6) 霧社事件以降の台湾先住民社会の変化

について、特に日常生活と「伝統文化」の
変容という観点から考察を行い、次の点を
明らかにした。 

①「蕃地」の「内地化」政策によって台湾先
住民社会は大きな変容を被ることとなる
が、そのような中で台湾先住民の「伝統文
化」を保護しようとする動きが、尾崎秀真、
佐藤文一をはじめとした在台日本人の中
から生じたこと。 

②そのような「伝統文化」保護の動きは、植
民地台湾でのツーリズムの展開とも深い
関係をもつこと。 

③植民地台湾における台湾先住民の「伝統文
化」保護の動向は、同時期の日本「内地」
における日本美術史、日本文化史研究にも
一定の影響を与えたこと。 
 
以上のような研究成果を踏まえて、本研究

課題全体の考察を、特に植民地支配に関する
「学知」の関わりの変遷と、人種主義的思考
の変容という観点から行い、植民地支配開始
直後の法学・経済学・人類学・歴史学といっ

 



 

た分野を中心とする学知の関与から、時期が
下がるにつれて、美術・音楽・芸術学・美学
といった分野も含めた広範な学知が関わる
ようになっていく傾向について論じた上で、
各時期の人種主義の特徴を分析し、一書とし
てまとめて公刊するための準備をすすめた。 
植民地統治下の台湾先住民に関する歴史

学的な手法での研究は、教育史の分野をはじ
め少ないながらも優れた研究が発表されて
いるが、管見の限りでは、本研究成果のよう
に、台湾先住民の統治政策史を思想や学知、
文化との関連で通史的に論じたものはほと
んどない。その意味で本研究成果は、当該分
野における先駆的な研究であり、日本および
東アジア、特に台湾での研究状況に一定のイ
ンパクトを与えることが期待される。 
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